
 

    

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 
 R7.4.30

 
 R7.4.30 

 A  

心の中の鬼退治 校長 田畑 幹夫 

    

先生方も認めていた

だけると、すごく励

みになります。よろ

しくお願いします。」 

 

教職員 エージェンシーで「笑顔」と「潤い」を  
～今こそ「すべての子どもたちのために」～ 

子ども ゴールに向かって自分らしさを磨こう  
～心を通わせながら～ 
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２月の朝会で、「節分は実は一年に４回あります」という話をしました。      

昔の暦では、季節の変わり目ごとに節分があり、とりわけ寒さが厳しく、心や体が不安定に

なりやすい２月に、災いを払う「鬼退治」が行われてきました。そして、本当に退治したい鬼

は、外にいる鬼ではなく、自分の心の中にいる鬼なのかもしれません。 

「サボってしまう鬼」「失敗を恐れる鬼」「ついイライラしてま 

う鬼」「困っているのに抱え込んでしまう鬼」・・・誰の心の中に 

も、こうした鬼はいます。大切なのは、その存在に気づき、少しず 

つ向き合うことです。 

 私が伝えたかったのは、「ＳＯＳを上手に出すこと」でもありま 

す。困ったとき、苦しいとき、悩んだときに誰かに相談することは 

逃げではなく、自分を守り大切にすることでもあります。友達に、 

先生に、家族に「困っているんだ・・・」と言えることは、心の中 

の鬼を小さくする第一歩です。学校も、安心してＳＯＳを出せる場 

所の一つでありたいと考えています。 

さて、令和８年度の教育活動については、「グランドデザイン」＆「学校改善プラン」に基

づき、本校が育成を目指すＡ～Ｉの「九つの資質・能力」をより一層大切にしてまいります。 

行事や授業を通して、互いの頑張りを認め合い、自己有用感や自己肯定感を高め、自信につ

なげている児童が多く見られることは本校の強みです。一方で、主体的に学びを調整する力や

家庭学習を工夫する力、挨拶や言葉遣いを含めたコミュニケーション力、電子メディアと適切

に付き合い生活習慣を整える力の育成については、一定の成果がありますが、今後の課題とし

て捉えています。 

コロナ禍を経て、給食中の会話や何気ないやり取り、学校行事など、人と直接関わることの

大切さを改めて実感しました。仲間と共に過ごす「今」は、かけがえのない時間です。ポスト

コロナ４年目の今、子どもの側に立って学校のあり方を見つめ直し、新たな価値を創造してい

くことが求められます。 

学校生活の中心は「授業」です。令和８年度は、単元のゴールを意識した授業づくりを土台

に、学びの「深まり」を重視します。「この仲間と一緒だから学びが深まった！」と実感でき

る授業を目指し、「聞き合うこと」「伝えること」「交流し、練り合うこと」を教育活動全体

の重要課題とします。教師も学び続け、「Agency」の視点を大切にしながら、子どもも教師も

Well-beingを実感できる一年にしてまいります。 

本校は１２０年以上の歴史と伝統をもち、地域の人・もの・ことを生かした学びが充実して

います。保護者や地域、ＣＳ、富小っ子サポーターズの温かな支援に支えられていることに、

改めて心より感謝申し上げます。今年度も残り一月となりました。どうぞよろしくお願いいた

します。 

富小っ子 どまんなか学校 

2月 12日（木）に、新 1年生を迎える「一
日入学」が行われました。1年生と 2年生は、
「安心して入学してほしい」「楽しく笑顔で過ご
してほしい」という気持ちを込めて、新 1年生
を温かく迎えました。体験授業では、歌遊び
「おちゃらか」や「なべなべそこぬけ」のやり方
を教えたり、ぴょんぴょんがえるの作り方を伝え
たりしました。１・２年生は笑顔で、優しくサポー
トし、新 1年生も楽しそうに活動していました。 
また、絵本の読み聞か 
せもありました。上手な 
読み聞かせに、新 1年 
生はお話に夢中になり、 
ときどき笑顔を見せてい 
ました。会場は終始ぬく 
もりのある雰囲気に包ま 
れ、みんなで心をひとつ 
にして楽しい時間を過ご 
しました。この一日入学 
は、新 1年生にとって心 
に残るすてきな体験に、 
なったことでしょう。 

□吉野小との交流（５年生） 
９日（月）奈良県の5年生と遠隔で交流学習を行い

ました。ねらいは、相手の地域・文化に興味をもち理
解したり、自分たちの学校や地域の良さや魅力を再認
識したりすることです。自分たちの住んでいる富良野
市の魅力～スキー、ラベンダーなどについて、奈良県
の子供たちに伝え、 
交流を楽しみました。 
 
□環境教育（５年生） 
１３日（金）に、富良野自然塾の方を講師に招き、

「地球の道」という環境についての学習をしました。
人間が生きていくために必要なものや今起きている
環境問題などについて、講師の方に教えていただきま
した。体育館では、地球の歴史４６億年を４６ｍにし
て、現在を０ｍの位置にすると、人が生まれたのは何
ｍの位置かを予想しました。どの位置で何が起きたの
かをたどり、地球がどのように変化してきたのかを学
習しました。地球環境や命の大切さについて考えるた
めのよい機会にして、これからも自然を大切にしよう
と考えています。 

                      
 ３日（火） 富小っ子朝会         １７日（火） 卒業式練習③ 

 ５日（木） スマイル班集会        １８日（水） 卒業式総練習 

        交通安全街頭指導          １９日（木） 卒業式前日準備 

 ６日（金） 同窓会入会式（６年生）    ２０日（金） 第１２２回卒業証書授与式  

 ９日（月） 口座再振替日         ２３日（月） 振替休業 

１０日（火） 卒業式練習①          ２５日（水） 修了式・離任式 

１３日（金） 卒業式練習②         ２６日（木）～4 月６日（月）年度末・年度始休業 

１６日（月） 卒業式係活動          

３月行事予定

２学期から３学期にかけて取り組んだ版画作品を、

2 月 10 日（火）から 24 日（火）まで校内に展示し

ました。子どもたちは、学年ごとの特色を生かし、黒

一色の版画やカラー作品、多色刷りなどに挑戦しまし

た。紙を切って貼り重ねたり、木を丁寧に彫ったり、

色の組み合わせを工夫したりしながら、自分の思いや

考えを形にしました。彫り方や色の重ね方にも工夫を

こらし、細かい部分まで心を込めて仕上げています。 

どの作品も、一人一人の思いがつまった力作ばかりで

した。ご覧いただいた保護者の皆様、子どもたちのが

んばりに温かい言葉をかけていただき、ありがとうご

ざいました。 


